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第４９号 
～ 返済比率とは？？ ～ 

住宅ローン等を組む際に、金融機関が融資判断の一つとして返済比率という数値を用います。 
これは、収入の何パーセントまで返済に充てられるのかを判断するローン返済の余裕度をはかる物差

しです。 
算定式は、 
   （月々返済額×１２回＋ボーナス月の上乗せ返済額×２回）÷ 税込み年収 です。 
返済比率の上限は申込人の収入により定められており、金融機関ごとに若干の違いはあります

が、税込み年収 300万円未満が上限 25%、300万円以上 500万円未満が上限 30%、500万円以上 800

万円未満が上限 35%を目安に考えて下さい。年収が高くなるほど、上限数字が緩くなります。 

詳しくは各金融機関でご確認下さい。返済比率に拘らずに、自分に合ったゆとりの 

あるローンを組むことが大切です。 

～ 照  明 ～ 

毎日使っている照明が何となく暗い、眩しいなどと感じたことはありませんか。限られた空間の中

で、心地よく安全に作業をするための照明とはどのような照明なのでしょうか。光の反射率は、部屋

の広さや天井の高さ、壁の色や素材などによって違います。あくまでも目安ですが、一畳当たりに必

要な明るさは「蛍光灯」で 10～15ワット、「白熱灯」で 30～40ワットとされています。但し、

和室は反射率が低くなりがちですので、さらに明るめのワット数を選ばれるのがよいでしょ

う。また、その部屋で何をするかによっても必要な明るさは違ってきます。例えば、同じリ

ビングでも、くつろぎには 150～300ルクス、読書には 500～1000ルクス、手作業には 750～

2000 ルクスが適当とされています。この明るさは必ずしも一つの照明だけでなく主照明と補

助照明で確保すればよい数値です。人の体は、昼間の太陽を思わせる白っぽい光の中では活

動的となり、夕日のような赤っぽい光のしたでは気分がリラックスするようになっています。

青白い光を放つ「蛍光灯」は、全体を均一に明るく照らし出す拡散光（陰影がつきにくい）な

ので、読書・パソコン・書き物・裁縫・料理など目を使った作業を行う空間に向いています。

また、同じワット数ならば白熱灯よりも明るく寿命も長く使えます。一方、赤っぽい光の「白

熱灯」は、空間を暖かく演出し落ち着きを与えてくれるので、くつろぎの空間におすすめで

す。また、料理に艶や光沢を与えて美味しさを演出してくれるので「食事のあかり」として 

      もおすすめです。照明をインテリア空間として、居住空間として 

      うまく使いこなすと一層心地よい暮らしとなるでしょう。 

 

(財)東日本不動産流通機構より 

 

この度、売買営業部に２名の新人が入社しましたので、ご紹介致します。 

 

(しもとお) 


